
登校の見守り

証明書の取得が便利に！

ランドセルカバーを今年も寄贈！

伝統の復活へ

　4月6日から 15日までは春の全国交通安全運動が実施され、7日（木）には
町内18箇所で早朝街頭指導が行われ、加茂地区交通安全協会坂祝支部、町交
通安全対策協議会等約100人が参加しました。
　参加者は、小学生が安全に登校できるよう見守り、あいさつをしていました。

　役場ロビーの自動交付機の運用が開始されました。
マイナンバーカードを利用して住民票の写しなどの証明書が全国のコンビニ

エンスストアで取得できるようになりました。
柴山町長が役場ロビーの自動交付機を利用し、5分程度で住民票を発行して

「操作が単純で、どなたでも簡単に利用できる」と感想を述べました。
　自動交付機を利用した発行を促進するため、令和6年度までは、住民票など
が 200円で取得できます。

　坂祝小学校において、入学した新1年生のためにランドセルカバーなどが贈られ
ました。
　加茂地区交通安全協会坂祝支部が子どもたちの安全を守るために毎年寄贈してい
ます。長村隆司支部長が校長先生に手渡し、「登下校の見守りをしていますが、目の
届かない場所や危険な通学路もあるため、子どもたちの安全を守るために活用して
ほしい」と話されました。

　黒岩公民館で、黒岩神社春の例大祭に合わせ、黒岩祭囃子の演
奏が披露されました。
　今まではテープで流していた祭囃子を、黒岩祭囃子保存会の有
志により約半年の練習を経て、演奏の復活が行われたものです。
　黒岩祭囃子保存会の波多野憲さんは、「やっと伝統の行事が復
活して嬉しい。次世代へ伝統を継承していき、子どもたちの故郷
の思い出になれば」と話していました。演奏後、祭囃子を篠笛、
太鼓で奏でながら黒岩町内を子ども神輿の巡行が行われました。
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